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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、　

年
度
（　

年
４
月
１

２４

２４

日
～　

年
３
月　

日
）
の
予
算
、

２５

３１

基
金
、
市
債
の
現
在
高
、
財
産
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
緯
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

市
債
の
状
況 

（　

年
３
月
末
現
在
）

２５

　

道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
市
債
残
高
＝
３
８
７
億
８
６

２
６
万
３
千
円

　
（
内
訳
）一
般
会
計
＝
２
４
９
億

２
１
６
２
万
１
千
円
▽
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
＝
５
０
０
０
万
円

▽
下
水
道
事
業
特
別
会
計
＝
１
３

８
億
１
４
６
４
万
１
千
円

市
民
負
担
の
状
況

　

市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
、
国
や
都
か
ら
の
支

出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

◆
市
民
一
人
当
た
り
の
市
税
負

担
額
＝　

万
２
千
円

１４

　

◆
一
世
帯
当
た
り
の
市
税
負
担

額
＝　

万
円

３２
基
金
の
状
況 

（　

年
３
月
末
現
在
）

２５

　

基
金
は
、
家
計
で
言
え
ば
「
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

◆
基
金
現
在
高
＝　

億
９
０
５

３７

１
万
６
千
円

　
（
内
訳
）財
政
調
整
基
金
＝　

億
１８

１
３
１
５
万
６
千
円
▽
そ
の
他
の

基
金
＝　

億
７
７
３
６
万
円

１９

公
有
財
産
の
状
況 

（　

年
３
月
末
現
在
）

２５

　

公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

　

◆
土
地
＝　

万
５
３
７
９
・　

５７

０９

平
方
㍍

　

◆
建
物
＝　

万
１
９
７
６
・　

２０

６７

平
方
㍍

　

◆
工
作
物
＝
１
４
５
カ
所

　

※
金
額
は
千
円
未
満
を
四
捨
五

入
し
て
い
る
た
め
、
内
訳
と
合
計

が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

更

新

手

続

き

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有
効
期

間
が
終
了
す
る
と
、
自
立
支
援
医

療
費
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
継
続
す
る
場
合
は
、
必
ず
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間
は
、
お
手
持
ち
の
受
給

者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
手
続
き
は
、
有
効
期
間
終

了
日
の
３
カ
月
前
か
ら
障
害
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
）
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

診
断
書
の
提
出
は

２

年

に

１

度

　

更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治
療
方

針
に
変
更
が
な
い
場
合
、「
２
年
に

１
度
提
出
」
で
す
。

　

前
回
手
続
き
の
際
に
診
断
書
を

提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
更

新
手
続
き
で
は
診
断
書
の
提
出
は

不
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
更
新

手
続
き
は
、
毎
年
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
開
申
請
や
、
前
回
の
更

新
時
に
診
断
書
な
し
で
手
続
き
し

た
方
は
、
診
断
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
「
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
」
を
所
持
し
て

い
る
方
は
、
前
回
更
新
時
に
診
断

書
を
提
出
し
た
場
合
で
も
、
手
帳

更
新
の
た
め
に
診
断
書
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
診
断
書

の
提
出
が
必
要
か
不
明
な
方
は
、

同
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

所
得
区
分
の
変
更

　

保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な
っ

た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税
状
況

が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効

期
間
の
途
中
で
も
所
得
区
分
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
区
分
変
更
手
続
き
を
行
っ

た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月
初
日
か

ら
新
し
い
所
得
区
分
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係
緯

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　

既
存
家
屋
に
対
し
て
次
の
①
～

③
の
住
宅
改
修
工
事
を
行
い
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
修
工
事
完
了
後
、
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
３
カ
月
以
内

に
申
告
が
必
要
で
す
。

　

各
軽
減
の
種
類
・
要
件
は
次
の

通
り
で
す
。

①
耐
震
改
修
住
宅
軽
減

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

５７

存
在
し
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
改
修
工
事
（　

万
円
超
）

５０

を
行
っ
て
い
る
こ
と

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

住

宅

軽

減

　

平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

１９

存
在
し
、　

歳
以
上
の
方
、
要
介

６５

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
、
お
よ
び
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
居
住
す
る
住
宅
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
（
自
己
負
担
が　
５０

万
円
超
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

③
省
エ
ネ
改
修
住
宅
軽
減

　

平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

２０

存
在
し
、
窓
の
改
修
工
事
を
含
む

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た

改
修
工
事
（　

万
円
超
）
を
行
っ

５０

て
い
る
こ
と

　

※
②
と
③
の
み
重
複
し
て
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
各
軽
減
の
種
類
に
よ
っ
て
、

軽
減
率
や
軽
減
期
間
、
対
象
面
積

が
異
な
り
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
こ
の
軽
減
制
度
は

「
家
屋
の
固
定
資
産
税
」
の
み
が

対
象
で
す
。
土
地
・
償
却
資
産
の

固
定
資
産
税
、
土
地
・
家
屋
の
都

市
計
画
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
課
税
課
家
屋
資
産
税

係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）
へ
。

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に

必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
た
め
、

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
一

緒
に
協
議
を
し
て

く
だ
さ
る
「
市
民
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

　
【
推
進
協
議
会
の
役
割
】防
犯
に

関
す
る
情
報
の
共
有
を
図
り
、
犯

罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的

事
項
を
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

任
期
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

　
【
任
期
】委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年

間

　
【
募
集
人
員
】
３
人
以
内

　

申
し
込
み
は
、
７
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
（
必
着
）、「
市
民
が
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
の
具
体
的

方
策
」
に
つ
い
て
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
応
募
の
動
機
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、

市
役
所
防
災
防
犯
課
宛
て
、
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
を
。

　

※
選
考
結
果
は
、
８
月
中
に
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
原
稿
は

返
却
し
ま
せ
ん
。　

　

詳
し
く
は
同
課
防
災
防
犯
係
緯

４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　

老
化
は
、
日
頃
の
取
り
組
み
で

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
講
演
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た　

年
６
月
に
実
施
し
た

２４

「
高
齢
者
元
気
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
の
見
方
や
、
市
・
地
区
ご

と
の
傾
向
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま

す
。
同
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
「
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

と
判
定
さ
れ
た
方
は
、　

月
か
ら

１０

の
老
化
予
防
教
室
に
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

　

※
配
布
済
み
の
チ
ラ
シ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
日
程
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
金
）
午
後

１２

２
時
～
４
時
半
（
１
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
対
象
】市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６５
　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
講
師
】東
京
都
健
康
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
緊
急
対
策
室

主
任
研
究
員
の
河
合
恒
氏

　
【
費
用
】
無
料

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
２
・
２
５
５
７
）
へ
。

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
一
緒
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
老
化
予
防
を
行
う
に
は

　

ま
ず
、
ご
自
身
の
心
身
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
高
齢

者
元
気
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
記
入

し
て
「
老
化
の
サ
イ
ン
」
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
高
齢
者
元
気
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

は
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を

含
む
生
活
や
体
の
状
態
を
伺
う
ア

ン
ケ
ー
ト
で
す
。
年
齢
と
と
も
に

現
れ
る
「
老
化
の
サ
イ
ン
」
に
早

く
気
付
き
、
老
化
を
先
送
り
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。　

今

年
度
は　

月
ご
ろ
に
送
付
予
定
で

１２

す
。

　

ま
た
、
老
化
予
防
教
室
や
講
演

会
な
ど
に
も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
２
・
２
５
５
７
）
へ
。

　
「
病
気
の
予
防
」
と
「
老
化
の
予

防
」
は
違
い
ま
す
。
老
化
予
防
と

は
、
単
に
病
気
を
予
防
す
る
だ
け

で
な
く
、
老
化
の
サ
イ
ン
を
早
く

見
つ
け
て
対
処
す
る
こ
と
で
「
要

支
援
」
や
「
要
介
護
」
の
状
態
に

な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

　

老
化
予
防
は
、
そ
の
原
因
や
予

防
策
を
理
解
し
、
自
分
で
主
体
的

に
続
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。「
年
を
と
っ
た
か
ら
仕
方
が

な
い
」
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
安
心
し

老
化
予
防
講
演
会
・

高
齢
者
元
気
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
説
明
会

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

「
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

既
存
の
家
屋
に
関
す
る

固
定
資
産
税
の
軽
減
制
度

　

年
度
市
の
財
政
状
況

２４

を
公
表
し
ま
す

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

「
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
老
化
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
」

老
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

老
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！！

■一般会計
予算総額　　　　　３８３億１，９５８万２千円
　当初予算額は３８７億８，９００万円でしたが３回の補正を行いま
した。
（歳入）収入済額　３３６億６，１１４万１千円（収入率）８７．８％
（歳出）支出済額　３４０億２，５３２万３千円（執行率）８８．８％

■国民健康保険特別会計
予算総額　　　　　　　１２９億４，４０２万６千円
（歳入）収入済額 １１９億１，５４７万３千円（収入率）９２．１％
（歳出）支出済額 １１７億６，２０２万２千円（執行率）９０．９％

■後期高齢者医療特別会計
予算総額　　　　　　　２２億２，９７４万５千円
（歳入）収入済額 ２２億２，６０１万２千円（収入率）９９．８％
（歳出）支出済額 １９億１，４０７万８千円（執行率）８５．８％

■介護保険特別会計
予算総額　　　　　　　６５億９，０６５万３千円
（歳入）収入済額 ５９億９，４３１万円（収入率）９１．０％
（歳出）支出済額 ５９億９０万４千円（執行率）８９．５％

■下水道事業特別会計
予算総額　　　　　　　３０億４，９８３万２千円
（歳入）収入済額 ２５億４，５４６万円（収入率）８３．５％
（歳出）支出済額 ２５億８，９１５万５千円（執行率）８４．９％

336億6,114万1千円336億6,114万1千円336億6,114万1千円

340億2,532万3千円

383億1,958万2千円
一般会計

42億
9,425万9千円

46億
5,844万1千円

　※予算総額に対する執行率は、いずれも２５年３月末
日現在のものです。１年間の決算は、現金の未収・未
払いの整理を行うために設けられている「出納整理期
間（４月１日〜５月３１日）」後に確定します。
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